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野
菜
・
茶
業
試
験
場（
現
独
立
行
政
法
人
野
菜
茶
業

研
究
所
）で
育
成
さ
れ
ま
し
た
。
命
名
登
録
さ
れ
た
の

は
平
成
3
年
で
す
。
母
親
は「
Ｚ
１
」、
父
親
は「
か
な

や
み
ど
り
」で
す
。

「
や
ぶ
き
た
」よ
り
萌
芽
期
で
７
日
、
摘
採
期
で
５

日
遅
い
晩
生
で
す
。

一
番
茶
の
芽
の
伸
び
、
芽
揃
い
は
良
好
で
す
。
収
量

は
、
育
成
地
で
の
試
験
で
は
、
一
番
茶
、
二
番
茶
、
三

番
茶
と
も「
や
ぶ
き
た
」の
一
・
五
倍
を
超
え
、か
な
り

多
収
で
す
。

一
番
茶
の
品
質
は
、
新
芽
の
色
が
少
し
濃
い
た
め
、

色
沢
が
黒
み
を
帯
び
、や
や
劣
り
ま
す
。
香
気
、
水
色
、

滋
味
は
大
き
な
欠
点
が
な
く
良
好
で
す
。
二
番
茶
、
三

番
茶
と
も
品
質
は
良
好
で
す
。

挿
し
木
発
根
性
は
良
く
、
定
植
後
の
活
着
、
初
期
生

育
も
優
れ
て
い
ま
す
。
樹
勢
、
耐
寒
性
が
強
く
、
栽
培

形
質
は
良
好
で
す
。
耐
病
性
は
、
炭
そ
病
、
輪
斑
病
に

は「
や
ぶ
き
た
」よ
り
強
い
で
す
が
、
育
成
地
の
金
谷

で
は
、
挿
し
床
や
幼
木
期
に
赤
焼
病
の
発
生
が
見
ら

れ
た
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
樹
姿
は
直
立
型
で
す

か
ら
、
幼
木
期
の
仕
立
て
は「
や
ぶ
き
た
」に
準
じ
て

行
っ
て
下
さ
い
。

栽
培
特
性
が
安
定
し
て
い
て
、
耐
寒
性
が

強
く
、
広
い
地
域
に
適
応
で
き
る
晩
生
品
種

で
す
。

色
沢
が
や
や
黒
く
な
る
の
で
、
少
し
深
蒸
し
に
す

る
な
ど
工
夫
が
必
要
で
す
。

「
さ
え
み
ど
り
」と
育
成
さ
れ
た
年
次
が
ほ
ぼ
同
じ

で
、い
わ
ば
同
期
生
に
な
り
ま
す
。
晩
生
で
す
か
ら
、

晩
霜
害
の
心
配
は
少
な
く
、
土
壌
を
選
ば
ず
、
全
国
各

地
の
試
験
成
績
は
安
定
し
て
い
て
ば
ら
つ
き
が
少
な

く
、
広
い
地
域
に
適
応
で
き
る
品
種
で
す
。
特
に
、
耐

寒
性
は
こ
れ
ま
で
の
品
種
の
中
で
最
も
強
い
で
す
。

栽
培
を
希
望
す
る
方
は
、
地
元
の
農
協
を
通
じ
て

経
済
連
な
ど
苗
生
産
団
体
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

「
ふ
う
し
ゅ
ん
」は
漢
字
で
書
け
ば「
富
春
」で
あ
り
、

新
春
の
満
ち
足
り
た
香
味
に
因
む
と
と
も
に
、
多
収

性
を
活
か
し
て
茶
業
経
営
を
豊
か
に
富
ま
せ
る
品
種

に
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

緑
茶
の
故
郷
と
も
い
え
る
、
中
国
、
浙
江
省
の
杭
州

付
近
を
流
れ
る
名
河
、
富
春
江
に
な
ぞ
ら
え
て
あ
り

ま
す
。 普

及
お
よ
び
栽
培
適
地

加
工
上
の
注
意
点

苗
木
の
入
手
方
法

命
名
の
由
来

品
種
の
来
歴
と
特
徴

品
質
の
特
性

栽
培
上
の
注
意
点

早晩性

晩生

品　質
色沢 香気 滋味

中 中上 中上

耐病性
（炭そ病）

強

耐寒性
（赤枯れ）

強

樹姿

やや
直立

樹勢

強

収量性

多

品種名

ふうしゅん

育成年

1991
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の有無

有
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♀ ♂
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寒
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